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内
閣
府
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力
委
員
会
の
小
委
員
会
が
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ま
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た
「
原
子
力
発
電
所
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
再
利
用
す

る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
在
り
方
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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内
閣
府
原
子
力
委
員
会
の
小
委
員
会
が
見
解
を
ま
と
め
た
「
原
子
力
発
電
所
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
再
利
用
す

る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
在
り
方
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
二
月
二
十
三
日
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
内
閣
府
原
子
力
委
員
会
の
小
委
員
会
が
、
見

解
を
ま
と
め
た
。

そ
の
中
身
に
お
い
て
、
燃
や
し
た
核
燃
料
を
再
処
理
せ
ず
、
直
接
処
分
し
た
方
が
コ
ス
ト
が
半
分
で
済
む
と
い
う
経
済
面
で

の
優
位
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
の
方
針
で
あ
る
核
燃
料
の
再
利
用
と
相
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

勿
論
、
経
済
性
や
そ
れ
以
上
に
安
全
性
を
前
提
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
小
委
員

会
の
見
解
に
対
し
て
、
国
と
し
て
具
体
的
な
考
え
を
国
民
に
示
す
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
小
委
員
会
が
ま
と
め
た
見
解
に
つ
い
て
、
国
は
そ
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見

解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
国
は
核
燃
料
の
再
利
用
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

燃
料
を
再
処
理
せ
ず
に
直
接
処
分
す
る
方
法
と
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
と
あ
わ
せ
て
ど
の
よ
う
に
解

一



釈
す
れ
ば
良
い
の
か
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
逆
に
、
一
緒
に
処
分
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

一
〜
三
に
関
連
し
、
去
る
二
月
二
十
七
日
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
関
す
る
独
立
検
証
委
員
会
が
報
告
書
を

公
表
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
当
時
の
菅
前
首
相
を
は
じ
め
民
主
党
政
府
首
脳
に
よ
る
現
場
へ
の
介
入
が
、
無
用
の
混
乱
と
危

険
の
拡
大
を
招
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
政
府
民
主
党
が
こ
れ
ま
で
的
確
な
対
応
を
し
て
い
な
い
旨
の
内
容

か
ら
も
、
今
回
、
内
閣
府
原
子
力
委
員
会
の
小
委
員
会
が
ま
と
め
た
見
解
を
、
的
確
に
活
用
で
き
る
の
か
、
国
民
は
大
き
な

不
安
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
政
府
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


